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（3）　広報とみおか

家
屋
解
体

町
内
イ
ン
フ
ラ
復
旧

生
活
支
援

Q.
再
除
染
を
行
う
判
断
材
料
と
手
法

は
。

A.
空
間
線
量
が
周
辺
よ
り
高
い
雨
ど

い
や
集
水
桝
な
ど
の
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
箇
所
を
サ
ー

ベ
イ
メ
ー
タ
ー
等
で
計
測
し
、
線

量
の
高
い
部
分
は
深
く
広
く
は
ぎ

取
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
対
応

す
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
等
は
必
要
に
応
じ
て
再

舗
装
す
る
な
ど
の
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。

Q.
帰
還
困
難
区
域
の
家
屋
解
体
は
。

A.
環
境
省
は
、
帰
還
困
難
区
域
内
の

除
染
計
画
が
未
作
成
で
あ
る
た

め
、
家
屋
解
体
は
で
き
な
い
と
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
家
屋
倒
壊
に
よ
る
事
故

等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
除
染
と

は
別
に
家
屋
解
体
を
実
施
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

Q.
母
屋
を
残
し
、
物
置
等
だ
け
を
解

体
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A.
手
続
き
の
都
合
上
、
ま
ず
母
屋
の

罹
災
証
明
書
を
取
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
。
そ
の
判
定
結
果
が
半
壊

以
上
の
場
合
は
、
物
置
等
も
含
め

て
解
体
範
囲
を
指
定
で
き
る
よ
う

対
応
す
る
。
ま
た
、
母
屋
が
半
壊

未
満
で
物
置
が
損
壊
し
て
い
る
場

合
は
個
別
に
相
談
を
受
け
る
。

Q.
上
水
道
は
安
全
で
安
心
し
て
飲
め

る
の
か
。 

A.
町
内
の
水
源
は
、
木
戸
ダ
ム
と
富

Q.
居
住
制
限
区
域
内
に
富
岡
町
交
流

サ
ロ
ン
を
設
置
し
た
意
図
は
。 

A.
町
の
中
心
部
で
復
興
拠
点
と
な
る

場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
時
帰

宅
す
る
町
民
の
利
便
性
や
復
興
拠

点
に
町
民
が
集
ま
る
こ
と
を
考
慮

し
て
設
置
し
た
。
線
量
を
測
定

し
、
安
全
に
利
用
で
き
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
る
。

ビ
ス
事
業
等
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
再
構
築
し
て
い
く
。

岡
川
の
伏
流
水
が
あ
る
。

　
木
戸
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
複
数
の

場
所
で
濁
度
を
24
時
間
測
定
・
監

視
し
、
富
岡
川
に
つ
い
て
は
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
を
毎
日
実
施
し
て

い
る
。
供
給
開
始
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
検
出
限
界
値

未
満
で
あ
る
。

Q.
帰
還
困
難
区
域
の
上
下
水
道
の
復

旧
は
。

A.
上
下
水
道
の
復
旧
前
に
は
、
除
染

の
完
了
が
前
提
と
な
る
た
め
、
国

に
除
染
計
画
作
成
を
申
し
入
れ
て

い
る
。

→
富
岡
町
交
流
サ
ロ
ン（
平
成
27
年
10
月
開
所
）

※
防
護
服
や
ね
ず
み
取
り
シ
ー
ト
の
配
布
、

線
量
計
の
貸
出
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
や
水
洗
ト
イ
レ
を
完
備
。

【除染進捗率】　　　　　　　　　　　　　 　（平成27年10月31日現在）

対象地目 対象数量 進捗率 完了率

宅　地 5,031,400㎡ 78% 74%

農　地 6,725,900㎡ 77% 40%

森　林 4,620,500㎡ 99% 99%

道　路 1,544,800㎡ 84% 83%

全　体 一式 85% 72%

Q.
生
涯
追
跡
す
る
町
民
の
健
康
管
理

の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
必
要
で
は
な

い
か
。

Ａ.
長
期
的
な
被
ば
く
線
量
管
理
、
町

民
の
健
康
管
理
を
目
的
に
健
康
手

帳
の
配
布
や
個
人
積
算
線
量
計
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
の
も

と
、
県
民
健
康
調
査
・
個
人
被
ば

く
線
量
管
理
・
健
康
診
断
等
の
結

果
を
一
元
管
理
し
、
将
来
に
わ
た

る
健
康
維
持
・
増
進
に
つ
な
げ
て

町
民
の
健
康
を
見
守
っ
て
い
く
。

Q.
帰
町
し
た
際
の
医
療
体
制
は
。

Ａ.
町
内
の
曲
田
地
区
内
に
平
成
28
年

度
秋
の
開
所
を
目
指
し
、
町
立
診

療
所
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
入
院
設
備
を
備
え
た
二
次
救

急
医
療
に
つ
い
て
は
、
い
わ
き
・

相
馬
地
区
等
の
大
き
な
病
院
と
の

連
携
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
双
葉
郡
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
現
在
、
福
島
県
と
双

葉
郡
町
村
等
で
協
議
を
進
め
て
い

る
。

Q.
帰
町
す
る
高
齢
者
に
対
す
る
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
。 

Ａ.
高
齢
者
が
自
宅
等
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
見
守
り
・
家
庭

訪
問
・
グ
ル
ー
プ
活
動
等
の
支
援

の
他
に
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
や
交
流
の
場
と
な
る
デ
イ
サ
ー

医
療
・
福
祉

個人積算線量計

健康手帳
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富
岡
町
町
政
懇
談
会 

質
疑
応
答

平
成
27
年
度

町
の
復
興
・
帰
町
判
断

町
内
の
除
染
・
放
射
線
量

　
平
成
27
年
度
富
岡
町
町
政
懇
談
会

を
10
月
15
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
１

都
６
県
、８
会
場
で
計
10
回
開
催
し
、

述
べ
３
６
８
人
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
当
日
に
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
質
問
と
、
そ
れ
に

対
す
る
町
の
回
答
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

Q.
復
興
拠
点
以
外
の
地
区
に
お
け
る

実
施
計
画
は
。

A.
二
次
復
興
計
画
の
実
現
に
向
け
、

ま
ず
は
町
の
復
興
の
先
駆
け
と
な

る
曲
田
・
岡
内
地
区
及
び
役
場
周

辺
の
実
施
計
画
を
示
し
た
。
現
在

は
、
帰
町
計
画
や
保
健
・
福
祉
、

「
第
３
の
道
」（
長
期
退
避
・
将
来

帰
還
）な
ど
の
実
施
計
画
を
順
次

作
成
す
る
予
定
で
、
各
々
着
手
し

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q.「
早
け
れ
ば
平
成
29
年
４
月
の
帰

町
開
始
」は
実
現
で
き
る
の
か
。

A.
帰
還
困
難
区
域
以
外
の
地
域
に
お

け
る
除
染
作
業
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
は
、
平
成
29
年
３
月
末

ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

国
・
県
・
町
は
、
様
々
な
復
旧
・

復
興
事
業
の
目
標
時
期
を
設
定

し
、
そ
の
目
標
に
向
け
て
努
力
し

て
い
く
。

Q.
富
岡
町
民
全
員
が
一
緒
に
帰
町
す

る
の
か
。

A.
震
災
直
後
、
一
斉
帰
還
を
目
標
と

し
て
町
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
現
時

点
で
帰
還
困
難
区
域
内
の
除
染
計

画
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
帰
還
困

難
区
域
内
住
民
の
自
宅
へ
の
帰
還

時
期
は
見
通
せ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
避
難
指
示
解
除

準
備
及
び
居
住
制
限
区
域
内
で
も

家
屋
荒
廃
が
進
み
、
居
住
で
き
な

い
家
屋
も
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も

住
民
か
ら
は
早
期
帰
還
を
望
む
声

が
あ
る
た
め
、
拠
点
地
区
内
に
お

け
る
公
営
住
宅
を
は
じ
め
町
全
体

の
住
宅
整
備
計
画
を
作
成
し
、
町

内
で
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。

Q.
帰
町
後
の
町
財
政
は
。

A.
国
は
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
を
復
興
創
生
期
間
と
し
て

復
興
予
算
を
確
保
し
、
復
興
を
再

加
速
す
る
。
そ
れ
以
降
に
つ
い
て

は
、
不
透
明
な
部
分
が
多
々
あ
る

が
、
町
は
更
な
る
復
興
予
算
の
確

保
と
新
た
な
制
度
を
求
め
て
国
に

要
望
し
て
い
く
。

Q.
年
間
追
加
被
ば
く
線
量
20

ｍ
Sv
で
も
避
難
指
示
区
域
を
解
除

す
る
の
か
。

A.
避
難
指
示
解
除
は
、
空
間
線
量
を

は
じ
め
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ

る
と
と
も
に
、
議
会
は
じ
め
町
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
や
こ
れ
ま
で
解

除
し
た
他
町
村
の
状
況
も
踏
ま
え

て
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

Q.
意
に
沿
わ
な
い
農
地
除
染
作
業
で

あ
っ
た
。
作
業
に
町
担
当
者
が
立

会
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A.
除
染
作
業
に
つ
い
て
は
、
面
積
が

広
大
で
全
筆
立
会
い
は
困
難
。
そ

の
都
度
、
状
況
に
応
じ
て
個
別
に

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

9月に完成した復興拠点整備
アクションプラン

復旧・復興状況
除染

放射線量
原子力損害賠償
健康・福祉
生活支援
家屋解体
住宅
税金

農林水産業
商工業
雇用
その他

158
108
97
90
87
80
77
68
62

24
24
21
15

0 50 100 150 200

【町民の皆さんが知りたい情報】

※会場で行ったアンケート調査によるもので、「知りたい情報は
　どれですか？（複数回答可）」の結果を集計したものです。
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町内での医療福祉・介護サービス再構築に向けて
保健・福祉アクションプラン検討委員会設置

安全安心に暮らせる生活環境を整備する帰町計画を作成
富岡町帰町検討委員会設置

戦没者の冥福を祈り、恒久平和を祈念　平成27年度富岡町戦没者追悼式・慰霊祭

　町への帰還に向けた総合的な保健・福祉について検
討する、富岡町保健・福祉アクションプラン検討委員
会が10月30日に設置されました。
　この委員会では放射線対策や健康づくり、町内での
保健・福祉等の充実などについて議論し、平成28年
３月までに具体的な進め方をまとめあげていきます。
　第１回委員会では、高齢者や児童福祉、障がい者、
医療分野など12人の委員に委嘱状を交付した後、齊
藤紀明副町長が「町内での医療や介護、福祉サービス
への希望が多くあります。町民の皆さんが安心して帰
還するためには、最も重要な課題だと考えています」
と挨拶しました。

　11月11日、第二次復興計画で掲げた「早ければ平成
29年４月の帰還開始を目指す」の実現に向け、町内で
安全安心に暮らすために考慮すべき要件の整理や生活
環境の適切な評価、安全安心に帰還するための生活環
境充実施策などを含めた「帰町計画」を作成する帰町検
討委員会を設置しました。
　この検討委員会は、放射線に関する有識者や県等の
関係機関、医療・福祉、産業、教育など幅広い分野の
委員12名で構成しています。
　委員長に選任された渡邉正義さんは「町民の皆さん
の視点にたち、安心感を持って帰還できることにつな
がるよう努力します」と挨拶しました。

　11月５日、富岡町戦没者追悼式及び遺族会主催に
よる慰霊祭がいわき市のせきのホール鹿島で行われ、
約40名のご遺族が参列されました。
　参列者全員で黙祷をささげた後、宮本町長が「必ず
や復旧・復興し、新たな富岡町の再生を成し遂げるこ
とを誓います」と式辞を述べ、町内の戦没者246柱の
冥福を祈りました。
　その後行われた富岡町遺族会主催の富岡町戦没者慰
霊祭で猪狩利衛会長が祭文を読み上げ、町内の仏教会
による読経で哀悼の意を捧げました。

第１回委員会で挨拶する渡辺幸雄委員長（中央）

委嘱状を受け取る渡邉正義委員長

町内仏教会による読経
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Q.
平
成
29
年
４
月
以
降
も
応
急
仮
設

住
宅
や
借
上
げ
住
宅
に
住
む
こ
と

は
可
能
か
。

A.
応
急
仮
設
住
宅
や
借
上
げ
住
宅
へ

の
入
居
期
間
は
、
避
難
指
示
解
除

後
の
状
況
や
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
状
況
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
復
興
公
営
住
宅
の

中
に
は
平
成
30
年
以
降
に
入
居
予

定
の
計
画
も
あ
る
た
め
、
入
居
期

間
の
延
長
は
福
島
県
に
確
認
し
な

が
ら
順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

Q.
町
内
の
住
宅
整
備
計
画
は
。

A.
復
興
拠
点
内
に
50
戸
の
戸
建
て
住

宅（
２
〜
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）を
、
平
成
29

年
４
月
完
成
予
定
で
計
画
し
て
い

る
が
、
需
要
調
査
を
し
な
が
ら
集

合
住
宅
も
考
え
て
い
る
。
全
体
的

な
計
画
は
、
今
年
度
末
ま
で
に
お

示
し
す
る
。

Q.
避
難
先
で
町
民
同
士
の
交
流
の
場

が
ほ
し
い
。

A.
埼
玉
県
に
県
外
避
難
者
拠
点
施
設

を
設
け
て
復
興
支
援
員
を
配
置

し
、
戸
別
訪
問
や
町
民
同
士
が
集

え
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
県
内
で
の
開
催

が
主
と
な
る
が
、
町
の
行
事
を
で

き
る
だ
け
再
開
す
る
こ
と
で
町
民

の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
を
設
け
て

い
る
。
今
後
と
も
町
民
同
士
の
つ

Q.
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
再

生
・
創
出
に
つ
い
て
、
町
の
考
え

は
。

A.
農
地
の
保
全
管
理
を
目
的
と
し
た

農
業
復
興
組
合
が
平
成
27
年
２
月

に
発
足
し
、
現
在
ま
で
町
内
の
４

地
区
で
除
染
後
農
地
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
除
染
後
農
地

は
、
土
壌
を
含
め
た
線
量
等
調
査

に
伴
い
試
験
栽
培
を
行
う
な
ど
帰

町
す
る
住
民
の
意
欲
醸
成
に
つ
な

げ
て
い
く
。

Q.
遠
方
に
避
難
し
て
お
り
、
農
地
の

自
己
管
理
が
難
し
い
。
農
地
の
保

全
に
関
す
る
支
援
は
あ
る
か
。

A.
農
地
は
自
己
管
理
が
原
則
で
あ
る

が
、
農
地
の
保
全
管
理
や
防
火
防

災
な
ど
町
の
復
興
と
安
全
性
の
た

め
に
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
が
協
力

し
合
っ
て
管
理
し
て
い
く
。

Q.
廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の

「
国
際
共
同
研
究
棟
」に
放
射
性
物

質
を
持
ち
込
み
、研
究
す
る
の
か
。

A.
放
射
性
物
質
は
持
ち
込
ま
ず
に
、

デ
ー
タ
等
を
も
と
に
研
究
を
行
う

施
設
で
あ
る
。

〈
町
内
に
お
け
る
ご
み
の
処
分
〉

Q.
施
設
入
所
や
入
院
、
亡
く
な
っ
た

場
合
、
家
屋
の
ご
み
の
片
付
け
申

請
や
立
合
い
の
方
法
は
。

A.
賃
貸
借
住
宅
で
あ
れ
ば
、
保
証
人

や
対
応
が
可
能
な
方
に
代
理
で
申

請
や
立
会
い
を
行
っ
て
も
ら
う
の

が
基
本
的
な
考
え
。
身
寄
り
が
な

く
、
代
理
人
が
申
請
や
立
会
が
で

き
な
い
場
合
は
、
復
興
推
進
課
で

個
別
に
対
応
す
る
。

〈
実
施
計
画
の
作
成
〉

Q.
町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
諸
計

画
作
成
を
願
い
た
い
。

A.
実
施
計
画
作
成
に
あ
た
り
、
分
野

ご
と
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
常
々
検
討
し

て
い
る
が
、
専
門
知
識
が
必
要
な

も
の
は
専
門
家
に
依
頼
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
委
員
の
方
に
は
、
町
民

の
立
場
に
な
っ
て
議
論
等
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

〈
第
３
の
道
の
選
択
〉

Q.
帰
町
し
な
い
決
断
を
し
て
生
活
再

建
を
し
た
。
町
内
の
土
地
や
家
屋

は
ど
う
な
る
か
。

A.
長
期
退
避
さ
れ
る
方
や
帰
還
し
な

い
と
決
断
さ
れ
た
方
に
対
す
る
資

産
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み

を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

な
が
り
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
な

情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

農
業
・
産
業

そ
の
他

農業復興組合（平成27年２月）

原
子
力
損
害
賠
償

Q.
原
子
力
損
害
賠
償
６
分
の
１
の
支

払
い
時
期
は
。

A.
早
期
賠
償
を
求
め
て
い
る
が
、
原

発
事
故
発
災
か
ら
６
年
後
以
降
に

賠
償
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

最
終
処
分
場

Q.
町
の
低
線
量
地
区
に
設
置
さ
れ
る

の
は
、
帰
還
意
欲
の
低
下
や
風
評

被
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
施
設

の
新
設
な
ど
、
適
地
選
択
を
。

A.
施
設
新
設
に
は
広
大
な
土
地
が
必

要
と
な
る
。
現
在
町
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
し
て
住
む

こ
と
が
で
き
る
対
策
と
し
て
具
体

的
な
安
全
対
策
と
地
域
振
興
策
、

雇
用
対
策
等
を
講
じ
る
よ
う
国
に

申
し
入
れ
て
い
る
。

国への申し入れ（平成27年８月25日）
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マイナンバー制度のお問合わせは
マイナンバーコールセンター

富岡町役場の担当、お問合わせは
住民課住民係

（全国共通ナビダイヤル　平日 ９：30～17：30） （平日 ８：30～17：15）

マ　　イ　  ナン　 バー

0570-20-0178 0120-33-6466

※注意※
通知カードは転送できない簡易書留で送られますので、避難先が変わっている方やお手元に届いていない方は役場までご連絡ください。

　　個人番号カード（マイナンバーカード）の申込み・受取り方法

② お近くの市区町村役場の窓口で
　 申込む場合

１月以降、避難先住所宛てに個人番号カードが送られてきます

① 富岡町役場（郡山事務所、いわき支所、三春・
　 大玉各出張所）の窓口で申込む場合

お住まい（避難先）の市区町村の役所窓口にて
「個人番号カード交付申請書」に顔写真を貼り
付け、通知カードと本人確認書類を持参のう
え、申込み手続きをしてください。

平成28年１月以降準備ができ次第、富岡町役場から避難先の住所宛てに「個人番号
カード」が簡易書留で送られてきます。

12月１日以降、役場窓口へ「個人番号カード交付申請書」
と通知カード、本人確認書類を持参のうえ、申込み手続
きをしてください。また、富岡町の応急仮設住宅等でも
臨時窓口開設を予定しています。詳しくはホームページ
などでお知らせします。

富岡町役場ではこの方
法をお勧めします！

郵送で申込む場合

個人番号カードは富岡町役場窓口（郡山・いわき）で受け取ります

ウェブサイトで申込む場合 証明写真機で申込む場合

①「個人番号カード交
付申請書」に顔写真
を貼り付けます。

②交付申請書を返信
用封筒に入れてポ
ストに投函。

・平成28年１月以降に、交付の準備ができた方へ交付通知書が送られます。
・ 通知書が届いたら、「届いた書類」「運転免許証などの本人確認書類」「通知カー
ド」と一緒に富岡町役場郡山事務所又はいわき支所へ。

・窓口にて本人確認のうえ、暗証番号を設定していただいてから個人番号カー
ドが交付されます（通知カードは返却いただきます）。

　※カード発行の所要時間は、１人あたり40分程度の予定です。

①お手持ちのスマートフォンな
どのカメラで顔写真を撮影す
る。

②交付申請書に印刷されている
ＱＲコードで、申請用サイト
を開き、必要項目を入力して
から顔写真を添えて送信。

①交付申請書を持参のうえ、申請可能な
証明用写真機に入る。

②タッチパネルから「個人番号カード申
請」を選択し、料金を入れてから交付申
請書のＱＲコードを読み込ませ、画面
の案内に従って、必要事項を入力して
から顔写真を撮影して送信。

郡山事務所・いわき支
所以外の窓口では受け
取れません。

ご注意ください

窓口で申込みをする場合

窓口以外で申込みをする場合

広報とみおか　（6）

第６回 マイナちゃん通信
平成27年
11月から

マイナンバーを
一人ひとりの

町民のみなさまへ
お届けします！

　国では、平成27年11月から白い封筒に入った個人番号通知
カードを、１人ひとりに簡易書留で現在お住まいの居所（避難先）
へ郵送しています。

マイナンバーの通知や利用
などの手続きで、役場が口
座番号や口座の暗証番号、
所得や資産の情報、家族構
成や年金・保険の情報など
を聞いたり、お金を要求し
たりすることは一切ありま
せん。
ATMの操作をお願いするこ
ともありません。

マイナンバーの
安全管理対応
（セキュリティ）
の困難さなどを
過度に誇張した
商品販売や不正
な勧誘には十分
注意してくださ
い。

マイナンバーは、「通知カード　
個人番号カード交付申請書 在
中」、「転送不要」と赤字で書か
れた封筒に入って、簡易書留で
各世帯に郵送されます。
普通郵便でポストに入っている
ことはありません。
また、配達員が代金を請求した
り、口座番号などの情報を聞い
たりすることもありません。

○マイナンバー（個人番号）は、平成28年１月から確定申告や給与支払報告書への記載、雇用保険の資格
取得や確認など様々な手続きに必要となってくる大切な番号です。通知カードは必ず受け取り、大切に
保管してください。

マイナンバー（個人番号）は、社会保障、税、災害対策の手続きのために行政機関等に提供す
る場合を除き、むやみに他人に提供することはできません。

これらは詐欺の手口です！ これらの手口で他人のマイナンバーを
取得することは法律により罰せられます。

※不正な提供依頼を受けて自分のマイナンバー
を他人に教えてしまっても、刑事責任を問わ
れることはありません。

《不審な電話などを受けたらこちら》
消費者ホットライン　【☎188（いやや！）】
※全国共通３ケタの電話番号によるご案内です。
※最寄りの市区町村の消費生活センターや消費生活相談窓口などをご案内します。
　相談できる時間帯は、お住まいの地域の相談窓口により異なります。
《詐欺などの被害に遭ったらこちら》
警察相談専用電話　【☎#9110】　又は最寄りの警察署まで（平日８：30～17：15）
※富岡町役場住民課でも、相談を受け付けています。

　　マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください！

こうした内容の電話や手紙、訪問には応じないでください。
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お知らせ
　
県
で
は
、
毎
年
８
月
に
個
人
事

業
税
の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
原
則
と
し
て
富

岡
町
に
住
所
を
有
す
る
方
へ
の
今

年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
所
得
税

の
申
告
期
限
延
長
措
置
終
了
に
伴

い
、
12
月
11
日
に
お
送
り
す
る
予

定
で
す
。

　
納
期
限
は
、
第
一
期
分
が
28
年

１
月
４
日
、
第
二
期
分
が
28
年
３

月
31
日
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
年
分
の
所
得
を
申

告
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告
年
数
分

の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
減
免
制
度
な
ど
、
詳
し
く
は
県
税

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

　 

課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
４

２
６

１
１
２
６

相
馬
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

◇
平
成
27
年
分
の
所
得
税
等
の
確

定
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
分
の
所
得
税（
及
び

復
興
特
別
所
得
税
）、
消
費
税
及

び
贈
与
税
の
確
定
申
告
期
に
お
け

る
申
告
書
作
成
会
場
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
申
告
書
作
成
会
場

　
相
馬
市
振
興
ビ
ル

　
相
馬
市
中
村
字
塚
ノ
町
65

16

▽
開
設
期
間
等

　
平
成
28
年
２
月
１
日（
月
）〜

　
３
月
15
日（
火
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
期
間

前
と
開
設
期
間
中
、
相
馬
税
務

署
内
に
は
会
場
を
開
設
し
ま
せ

ん
。

※
開
設
期
間
中
は
申
告
相
談
の
ご

予
約
を
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

※
南
相
馬
市
内
に
税
務
署
の
申
告

書
作
成
会
場
は
開
設
し
ま
せ

ん
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
、
作
成
会
場

を
開
設
し
ま
せ
ん
。

◇
確
定
申
告
書
の
便
利
な
作
成
方

法
に
つ
い
て

　
所
得
税
、
消
費
税
及
び
贈
与
税

の
確
定
申
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

が
便
利
で
す
。
特
に
、
収
入
が
給

与
ま
た
は
公
的
年
金
の
み
の
方
に

つ
い
て
は
、
入
力
方
法
が
よ
り
簡

単
・
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

作
成
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申
告

書
を
紙
に
印
刷
し
、
税
務
署
へ
郵

送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
来
署
さ
れ
る
皆
様
の
待

ち
時
間
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
分
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
１
月
に
掲
載
予
定
で
す
。

▽
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://www.nta.go.jp

問 

相
馬
税
務
署

☎
０
２
４
４

３
６

３
１
１
１

　
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働

条
件
、
解
雇
、
退
職
等
の
労
働
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。

　
現
地
相
談
会
は
予
約
な
し
で
も

ご
相
談
可
能
で
す
が
、
事
前
予

約
も
受
け
付
け
可
能
で
す
。
事
前

予
約
を
ご
希
望
の
場
合
は
12
月
11
日

（
金
）16
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
日
時

　
平
成
27
年
12
月
13
日（
日
）

　
10
時
か
ら
16
時

◇
会
場

　﹇
郡
山
会
場
﹈

　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　（
郡
山
市
虎
丸
町
７

７
）

　﹇
会
津
会
場
﹈

会
津
若
松
市
生
涯
学
習
総
合
セ

ン
タ
ー

（
会
津
若
松
市
栄
町
３

50
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
事
前
予
約
先
】

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
福
島
市
中
町
８

２
　
福
島

県
自
治
会
館
４
階
）

☎
０
２
４

５
２
１

７
５
９
４

E
-m
ail

：roudousoudan@
pref.fukushim

a.lg.jp

個
人
事
業
税

課
税
時
期
の
変
更

「
労
働
困
り
ご
と
相
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

放射性セシウム濃度測定日のお知らせ
【ゲルマニウム半導体式核種分析装置（検出限界目標１ベクレル）】
放射能検出に非常に有感な検出器により、小さい値も検出できます。

※富岡町内の水・土壌・果樹等を測定します。
※詳細は、申込まれた方へ翌月初旬にご連絡いたします。
※測定結果の報告には１週間程度かかります。

▼申込み先　富岡町役場産業振興課
　　　　　　☎０１２０－３３－６４６６
　　　　　　「ゲルマの測定の件」とお伝えください。

【簡易放射能分析装置（検出限界値 20ベクレル）】
20ベクレル以上の放射能を検出します。

※各施設で予約を受け付けております。
　申込み先へご連絡いただいた際に、希望する検査場所名称
　と「簡易検査器での放射能測定希望」とお伝えください。

受付月 測　定　日 検体受領場所

12月 １月12日（火）

富岡町保健センター
（本岡字王塚）

平成28年
１月 ２月12日（金）

２月 ３月18日（金）

実施施設 申込み先
富岡町役場郡山事務所

富岡町コールセンター
☎0120-33-6466

いわき支所
大玉出張所
三春出張所

広報とみおか　（8）

富岡町ごみ出しカレンダー

問 復興推進課 除染対策係

平成27年 12月
日 月 火 水 木 金 土

9 10 11 1276 8

23 24 2521 22

30 3129

2620

2827

16 17 1814 15 1913

4 53

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉

2111月30日11月29日

１月１日 1月２日

平成 28年 1月
日 月 火 水 木 金 土

6 7 8 943 5

20 21 2218 19

27 2826

23

29 30

17

2524/31

13 14 1511 12 1610

1 2

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉
12月28日12月27日 12月30日 12月31日12月29日

　ごみは分別したうえで、上記の回収日にお出しください。回収業者は、数日かけて町内のごみステーションを巡回し、順次、ごみの回収を行います。
　粗大ごみやリサイクル対象家電、危険物等は、ごみステーションでの回収はいたしません。

お知らせ
　
12
月
16
日（
水
）か
ら
１
月
14
日

（
木
）は
、
国
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受

付
に
よ
る
帰
還
困
難
区
域
へ
の
一

時
帰
宅
を
原
則
と
し
て
実
施
い
た

し
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
、
や
む
を
得
ず
一
時
立
入
り（
通

過
を
含
む
）を
行
う
場
合
に
は
、

生
活
支
援
課
避
難
生
活
支
援
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１ 

注
意
点

①
申
請
内
容
の
確
認
、
通
行
証
の

発
行
及
び
郵
送
期
間
等
を
考
慮

し
、
立
入
り
予
定
日
の
７
日
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
末
年
始
を
含
む
閉
庁
日（
土
・

日
・
祝
日
）に
は
、
申
請
の
受

付
、
申
請
内
容
変
更（
立
入
車

両
、
立
入
者
等
）の
受
付
及
び

通
行
証
の
交
付
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
伴

い
、
町
が
各
世
帯
に
交
付
し
た

「
立
入
り
証
」（
青
色
の
ラ
ミ
ネ
ー

ト
加
工
さ
れ
た
も
の
）で
は
、
帰

還
困
難
区
域
へ
立
入
り
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
自
然
災
害
の
発
生
や
気
候
状
況

の
急
激
な
悪
化
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
立
入
り
を
ご
遠
慮
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
申
請
の
な
い
帰
還
困
難
区
域
へ

の
立
入
り
は
、
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

２ 

申
請
等
の
方
法

　
国
が
実
施
し
な
い
12
月
16
日

（
水
）か
ら
１
月
14
日（
木
）は
、
次

の
全
て
の
立
入
り
に
つ
い
て
、
町

担
当
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
内
の
帰
還
困
難
区
域
へ
一
時

帰
宅
す
る
場
合

②
町
外
の
帰
還
困
難
区
域
を
通
過

し
て
、
町
内
の
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
又
は
居
住
制
限
区
域

へ
の
立
入
り
を
行
う
場
合

※
通
行
で
き
る
道
路
及
び
時
間
が

限
ら
れ
ま
す
。

③
自
宅
が
町
内
の
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
又
は
居
住
制
限
区
域

で
あ
る
が
、
町
内
の
帰
還
困
難

区
域
に
あ
る
実
家
等（
墓
所
を

含
む
）へ
一
時
帰
宅
す
る
場
合

※
事
業
者
等
の
公
益
目
的
の
一
時

立
入
り
に
つ
い
て
も
、
住
民
の

一
時
帰
宅
と
同
様
、
年
末
年
始

を
含
む
閉
庁
日（
土
・
日
・
祝
日
）

に
は
、
申
請
の
受
付
、
申
請
内

容
変
更（
立
入
車
両
、立
入
者
等
）

の
受
付
及
び
通
行
証
の
交
付
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

３ 

他
町
へ
の
相
談

　
自
治
体
に
よ
っ
て
取
扱
い
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
自
宅
が
町
内
の

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
又
は
居

住
制
限
区
域
で
あ
り
、
他
町
の
帰

還
困
難
区
域
に
あ
る
実
家
等
へ
立

入
り
を
行
う
場
合
は
、
次
に
よ
り

立
入
り
先
の
自
治
体
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他
町
の
避
難

指
示
解
除
準
備
区
域
又
は
居
住
制

限
区
域
に
立
入
り
を
す
る
場
合
に

つ
い
て
も
、
立
入
り
先
の
自
治
体

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
環
境
対
策
課

☎
０
１
２
０

２
６

３
８
４
４

双
葉
町
住
民
生
活
課

☎
０
２
４
６

８
４

５
２
０
４

浪
江
町
生
活
支
援
課

☎
０
２
４
３

６
２

０
１
５
１

問 

生
活
支
援
課 

避
難
生
活
支
援
係

年
末
年
始
の
帰
還
困
難
区
域

へ
の
立
入
り（
通
過
を
含
む
）

に
つ
い
て



（11）　広報とみおか

問合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
　富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○復旧課・復興推進課
　〒979-1192　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1
　富岡町保健センター内
　FAX 0240-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8024　
　福島県いわき市平北白土字宮前８番地
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

お知らせ

第67回人権週間のお知らせ

12月10日は「人権デー」です

人権擁護委員とは？

「みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～」

　12月４日から10日は「第67回人権週間」です。
　国際連合は、昭和23（1948）年第３回総会で世界人権宣言が採択さ
れたのを記念し、採択日の12月10日を「人権デー（Human Rights 
Day）」と定め、加盟国に人権の発展をさらに推進するよう呼びかけ
ています。福島地方法務局では常設人権相談所を開設しております
ので、お気軽にご相談ください。
　福島地方法務局いわき支局（いわき市平字堂根町４番地11 いわき
地方合同庁舎内）　☎０２４６－２３－１６５１
　差別、いじめ、嫌がらせ等人権に関する問題でお困りの場合は、
法務局の人権相談をご利用ください。
　みんなの人権110番　　　　☎０５７０－００３－１１０
　女性の人権ホットライン　 ☎０５７０－０７０－８１０
　子どもの人権110番　　　　☎０１２０－００７－１１０
　法務省人権相談に関するホームページ
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/index_soudan.html

　人権擁護委員とは地域住民の中から人格識見が高く、広く社会の
実情に通じ、人権擁護に理解のある人を市町村長が推薦し、法務大
臣が委嘱した民間のボランティアの人たちです。
　現在、約14,000名の委員が全国の各市町村に配置され、街頭啓発、
講演会や座談会を通じて、人権の大切さについて理解を深めてもら
うための活動にも努めており、法務局の人権相談所や自宅などで住
民の皆さんからの人権相談を受けるなど、積極的な活動を行ってい
ます。
　福島県人権啓発活動ネットワーク協議会
　http://www.moj.go.jp/jinkennet/fukushima/fukushima_
　index.html

人KENまもる君　 人KENあゆみちゃん

人権イメージキャラクター
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を
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て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
富
岡
町
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
掲
載
を
希
望

さ
れ
た
方
の
み
で
す
。
町
外
に
転

出
さ
れ
た
方
で
、
掲
載
を
希
望
す

る
方
は
富
岡
町
役
場
住
民
課
住
民

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課 

住
民
係
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お知らせ

双葉地方水道企業団からのお知らせ

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

復旧課からのお知らせ

富岡町内の一部の地区における水道の使用開始（再開）について
　新たに１月から一部の地区において水道の使用を開始（再開）いたします。水道の使用開始（再開）を希望
されるお客様は、事前に企業団へお電話にてお申込みください。お客様の立会いのもと、安全を確認した
うえで給水いたします。
　水道料金については、当面の間、使用水量が累積10㎥以上になったときの検針月に請求いたします。
　なお、水道メーター付近の調査及び止水作業、並びに検針業務のため、引き続きお客様の敷地内へ立ち
入らせていただく場合がありますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

▼１月からの使用再開地区　
上手岡字茂手木・西ノ上・片倉・大木戸川原・広表地
区の一部及び字善正前・外内・大石原・平道地・前川
原・下蔵地・沢女地区
本岡字関ノ前地区の一部及び字上本町地区

富岡町内の一部の地区における水道再開に伴う下水道の使用再開について
　上記地区において上水道の使用再開に伴い、同地区内の下水道の使用を再開いたします。
　なお、下水道の使用再開にあたっては事前申込み等は不要となり、上水道の申込みをされた方はその時点
で下水道も使用再開されます。
　使用料については、当面の間、使用水量が累積10㎥以上になったときの検針月に上水道の使用料と併せて
請求いたします。
※宅内の排水設備等に不具合が生じた場合は、使用者本人の負担により修繕（依頼を含む）を行って頂くこと
になります。

１.測定機関　双葉地方水道企業団
２.分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
３.検査頻度　毎日
４.測定方法　緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法【放射能測定マニュアル（文部科学省）】
５.検査結果　以下のとおり

問 双葉地方水道企業団　〒979-0515 楢葉町大字上小塙字小山６－２　☎０２４０－２５－５３１５㈹
　 【開庁時間】８時30分～17時15分（平日）

問 富岡町役場 復旧課　〒979-1192 富岡町本岡字王塚622－１　☎ ０２４０－２５－８２２４
　 【開庁時間】８時30分～17時15分（平日）

平成27年９月28日～10月31日分（毎日採水、毎日検査）
採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、10月31日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1.0Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（http://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　（単位：Bq/kg）
ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

 食品衛生法の規定に基づく新たな基準による目標値 ー 10

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成23年７月15日以降の検出報告がないことから、
　規制の対象から除外されました。
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ぴっ すとぴっく す
ふるさと富岡への思いを込めて 町立幼稚園・小中学校三春校 学習発表会

　10月31日、三春校において町立幼稚
園・小中学校の学習発表会が行われまし
た。
　今年のスローガンは小学校が「とどけ
よう みんなの心に笑顔を」、中学校が「舞
え！富岡魂！」。子どもたちの元気いっ
ぱいの発表に、会場を訪れた保護者から
大きな拍手が送られました。
　また、中学生による総合的な学習の発
表では、生徒らが調べた富岡の歴史や思
い出が込められ、ふるさと富岡を感じら
れる素敵な時間になりました。

広報とみおか　（12）

ふるさと生産組合
町内生産米　全量全袋検査を実施

心のつながりを保つために
富岡町シンボル検討委員会開催

鈴木　重利さん
国保関係功績者厚生労働大臣表彰受賞

富岡消防署臨時拠点が開所

　10月16日、JAふたば楢葉低温倉庫において今年町
内で生産された米の全量全袋検査が行われました。
この米は、国の「米の作付等に関する指針」に基づき、
避難指示解除準備区域である原下地区でふるさと生
産組合の実証栽培により生産されたものです。
　全量全袋検査は県内で生産された全ての米を対
象として実施されており、今回検査された町内産
米に食品衛生法に規定する基準値（100Bq/kg）を
超えるものはありませんでした。
　渡辺組合長は「町の基幹産業である農業の復興
なくして町の復興はない。検査の結果により、米
が安全であることをPRすることで営農意欲の向
上につながってほしい」と期待を寄せました。

　10月18日、第１回富岡町シンボル検討委員会
が開催されました。この委員会は、中学生や新成
人の若い世代から60代のベテランまで幅広い世
代の代表10名から構成されており、全国に避難
している町民や富岡町を応援していただける方々
とのつながりを維持していくことを目的とした公
式マスコットキャラクターやキャッチフレーズの
選考を行うために設置されました。今回の委員会
では、399件の公募の中からマスコットキャラク
ターを決定しました。

　平成27年度国民健康保険関係功績者厚生労働
大臣表彰式において、鈴木重利さん（中央）が厚生
労働大臣から栄誉を受けられました。
　鈴木さんは、24年９ヵ月の長きにわたり町国
民健康保険運営協議会委員として活躍。この間、
国保事業の重要性を十分に認識され、保健事業や
国保税条例等に係る重要案件にあたるなど、本町
国保事業の充実と健全な事業運営に貢献されまし
た。

　10月30日、富岡町消防団第一分団屯所（富岡町
中央）において、富岡消防署臨時拠点開所式が行
われました。式では大和田仁次長が開所宣言し、
宮本町長が「有事に際して機動性が高まり、救わ
れる生命、財産をより確かに守ることができます」
と祝辞を述べました。
　今回の臨時拠点設置は、富岡町や署管内で発生す
る災害や事故に対する初動体制の迅速化を目的とし
たもので、午前９時から午後５時まで職員３名が常
駐し、消防ポンプ車と救急車各１台が配備されます。

受賞報告に訪れた鈴木重利さん（右） 不検出を確認する組合員

検討委員によるキャラクター選考の様子祝辞を述べる宮本町長
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設
住
宅
で
の
生
活
も
長

引
き
ま
し
た
が
や
っ
と

復
興
公
営
住
宅
に
入
り
つ
つ
あ

り
、
ま
た
新
た
な
環
境
に
慣
れ
る

ま
で
体
調
の
変
化
も
出
や
す
い
時

期
か
と
思
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
５
度
目
の
冬
を
迎
え
ま
す
。

い
ま
だ
に
仮
設
住
宅
で
生
活
さ
れ

て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
復
興

庁
が
福
島
市
に
拠
点
を
置
い
て
い

て
も
、
な
か
な
か
復
興
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ

ス
ば
か
り
が
膨
ら
む
ば
か
り
で
、

「
早
く
な
ん
と
か
し
な
い
と
」と
焦

る
気
持
ち
が
募
る
ば
か
り
で
す
。

厳
し
い
冬
は
今
年
で
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
寒
さ
厳
し
い
冬
が
近
づ

い
て
く
る
と
風
邪
を
引
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
風
邪
も
長
引
き
、

こ
じ
れ
や
す
く
、
更
に
は
死
亡
要

因
の
第
３
位
に
な
っ
た「
肺
炎
」に

陥
り
や
す
い
季
節
で
す
。

私たちのお医者さん

第24回　「冬場の健康管理」 
　　　　　  井坂　晶　医師 （富岡中央医院）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
す
で
に
流

行
し
て
お
り
、
学
級
閉
鎖
の
と
こ

ろ
も
出
て
い
ま
す
。
次
の
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

手
洗
い
・
う
が
い

② 

人
ご
み
を
避
け
、
外
出
時
に

　 

は
マ
ス
ク
を
つ
け
る

③ 

栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
る

④ 

室
内
で
は
加
湿
と
換
気
を

　 

よ
く
す
る

⑤ 

早
め
の
治
療

　
今
年
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
ワ
ク
チ
ン
に
は
菌
株
が
４
種
入

り
、
４
価
ワ
ク
チ
ン
に
変
わ
っ
た

た
め
値
段
が
少
し
高
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
予
防
接
種
は
し

て
お
い
た
ほ
う
が
安
心
で
す
。
か

か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
済
み
ま
す

の
で
、
接
種
を
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。
接
種
の
際
は
、
抗
体
が
付

く
ま
で
２
週
間
程
か
か
り
ま
す
の
で

早
め
の
接
種
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
寒
さ
厳
し
く
な
る
と
血
圧
も
高

く
な
る
た
め
、
こ
の
季
節
に
多
く

み
ら
れ
る
の
が
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
で
す
。
狭
い
仮
設
住
宅
で
は
特

に
運
動
不
足
と
な
り
ま
す
。
肥
満

症
や
生
活
不
活
発
病
な
ど
を
引
き

起
こ
し
、
ス
ト
レ
ス
も
加
わ
っ
て

仮
設
住
宅
内
で
亡
く
な
る
方
が
最

近
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
心
臓
発
作
や
脳
梗
塞
が
原

因
で
す
。
特
に
１
人
住
ま
い
の
方

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
に
な
ら

な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

自
己
管
理
が
大
切
で
す
。
管
理
の

目
安
は
、
す
べ
て
が
体
重
管
理
で

解
決
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
体
重
は
、
身
長
か

ら
１
０
０
を
引
い
た
値
を
超
え
る

と
様
々
な
病
気
を
発
症
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
適
正
体
重
を
維
持
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
富
岡
町
は
、
早
け
れ
ば
平
成
29

年
４
月
の
帰
還
開
始
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
健
康
に
気
を

つ
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

診療科目：内科・外科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

曜 日 診療科目 担当医師

月 休 診
火 休 診
水 休 診
木 内科・外科 井坂　晶
金 内　　科 堀川章仁

大玉仮設診療所診療日

仮
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ぴっ すとぴっく す

　10月29日、福島市の「ホテル聚楽」で日本赤十字
社福島県支部主催、富岡町共催の富岡町民交流会が
開催され、町民約180名が懐かしい仲間とのひと時
を過ごしました。
　今年で３回目となる交流会は、町民の絆を繋ぎ、
長引く避難生活の疲れを癒してもらうことを目的と
しています。避難先のいわき市から参加した遠藤啓
子さん（仲町）は「遠くに避難して会えない友人と再
会できて嬉しい」と喜びました。
　参加した皆さんは温泉や食事、カラオケなど思い
おもいに仲間との時間を楽しみました。

町復興のために
プロレスラー宮本和志さんより義援金友好都市・杉戸町産業祭で富岡復興支援

仲間との再会にはじける笑顔　富岡町民交流会開催

　10月30日、当町（夜の森駅前北）出身でプロレ
スラーの宮本和志さんが役場郡山事務所を訪れ、
宮本町長に義援金を手渡しました。
　この義援金は、同月25日に開催された東日本
大震災復興支援チャリティープロレスの会場で行
われた募金活動で寄せられた浄財です。宮本さ
んは「町民の皆さんが元気を取り戻せるようにと
願って活動しています」と話されました。

　11月３日、埼玉県杉戸町のアグリパークゆめ
すぎとにおいて、第27回杉戸町産業祭が開催さ
れました。
　開会セレモニーでは、杉戸町の古谷松雄町長か
ら富岡を元気づける挨拶をいただき、宮本町長が
震災時における避難所運営など、支援への御礼と
復興に向けた決意を述べました。また、出展コー
ナーにおいては、おだがいさま工房が制作するハ
ンカチやバッグを販売するなど、今年で５年目と
なる友好都市の関係がさらに深まっていることが
感じられました。

義援金を手渡す宮本和志さん（右）開会セレモニーで挨拶する宮本町長

久しぶりの再会に笑顔が溢れる

富岡ひょっとこ連による踊りの披露町民と談笑する宮本町長
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さくら SPORTS INFORM TIONさくら SPORTS INFORM　TION
古里への思いを襷に込めて  町の部10位入賞　　　　　　　
　　　　　　８区・鈴木雄翔選手は区間賞を受賞　第27回ふくしま駅伝

　
第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
が
11
月
15
日
に
行
わ

れ
、
富
岡
町
は
５
時
間
38
分
５
秒
の

タ
イ
ム
で
総
合
27
位
、
町
の
部
で
は

10
位
と
な
り
、
第
14
回
大
会
以
来
13

年
ぶ
り
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
富
岡
へ
の
思
い
、
そ
し
て
仲
間
と

の
絆
を
襷
に
込
め
、
16
人
の
ラ
ン

ナ
ー
は
晩
秋
の
福
島
路
を
力
走
。
中

学
生
区
間
の
８
区
で
は
、
鈴
木
雄
翔

選
手
が
区
間
総
合
３
位
の
走
り
で
町

の
部
区
間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
中
学
、
高
校
生
を
中
心
と
し
た
若

い
チ
ー
ム
編
成
で
大
会
に
臨
ん
だ
富

岡
町
。
今
年
か
ら
監
督
に
就
任
し
、

自
ら
も
12
区
を
走
っ
た
渡
邊
智
幸
選

手
は「
台
頭
し
て
き
た
若
い
力
が
活

力
と
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
も
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
民

の
皆
様
の
大
き
な
声
援
が
背
中
を
押

し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
入
賞
を

通
過
点
と
し
て
、
来
年
は
さ
ら
に
上

位
を
目
指
し
ま
す
」と
、
今
後
に
向

け
て
の
意
欲
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

第８区・町の部区間賞
鈴木雄翔 選手

「中学生最後の大会で
区間賞を取ることが
でき、とても嬉しいで
す。来年は高校生の区
間となりますが、10
位以内を目標に頑張り
ます」

富岡町エントリーメンバー（敬称略）

区間 選手名 所　属

１区 藁谷　希理 磐城桜ヶ丘高３年

２区 後藤　サン 富岡一中２年

３区 半谷　昂大 若松三中３年

４区 飯土井　司 福島自衛隊

５区 小林　大吾 富岡高校３年

６区 坂本　恭啓 志賀林業

７区 杉浦　壮哉 富岡一中１年

８区 鈴木　雄翔 平三中３年

９区 佐藤　 杏 富岡一中３年

10区 芳賀　祐介 さくらSC陸上部

11区 染谷菜々美 富岡一中２年

12区 渡邊　智幸 福島大学付属小

13区 光島　理貴 富岡高校３年

14区 三瓶　湧大 福島高校２年

15区 千葉　美采 富岡一中２年

16区 斎藤　 威 ㈱オートシステム
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特定非営利活動法人（NPO法人） 富岡町さくらスポーツクラブ

双葉郡対決を制し大会初勝利をあげた選手の皆さん

日頃の練習の成果を競い合う選手の皆さん

チーム富岡、双葉町を下し大会初勝利を飾る　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　第２回市町村対抗福島県ソフトボール大会

雨の中、ナイスショットを連発　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　富岡町合併60周年記念 町民グラウンド・ゴルフ大会

　
10
月
17
日
に
開
幕
し
、
相
馬
光
陽
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
53
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
第
２
回
市
町
村
対

抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
同

31
日
、
決
勝
で
郡
山
市
を
破
っ
た
二
本

松
市
の
初
優
勝
で
全
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
富
岡
町
は
、
今
年
も
県
内
外
の
避
難

先
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
結
。
双
葉
町
と

の
対
戦
と
な
っ
た
１
回
戦
で
は
、
先
発

し
た
八
巻
勝
彦
投
手
の
好
投
に
打
線
が

応
え
、
15
対
５
の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で

大
会
初
勝
利
を
飾
り
ま
し
た
。

　
富
岡
町
合
併
60
周
年
記
念 

町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
11
月
８
日
、
富
岡
小
中
学

校
三
春
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
男
女
合
わ
せ
て
町
民
約
120
人
が
参

加
。
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
悪
い
中
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
お
互
い

の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
ス
コ
ア
を
競
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

・
男
子
の
部

　
１
位
　
菅
沼
昌
好
　
２
位
　
高
橋
吉
重

　
３
位
　
加
藤
頭
定
　
４
位
　
関
根
　
昇

　
５
位
　
秋
元
俊
男

・
女
子
の
部

　
１
位
　
青
山
禮
子
　
２
位
　
佐
藤
仁
子

　
３
位
　
浪
岡
恵
子
　
４
位
　
木
村
茂
子

　
５
位
　
佐
藤
久
子

　
続
く
２
回
戦
は
昨
年
３
位
の
矢
吹
町

と
対
戦
。
初
回
に
２
点
を
挙
げ
そ
の
後

チ
ャ
ン
ス
を
作
る
も
、
相
手
チ
ー
ム
の

継
投
策
の
前
に
得
点
を
奪
え
ず
、
残
念

な
が
ら
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
古
里
へ
の
思
い
を
胸
に
、
ベ
テ
ラ
ン

と
若
い
力
が
結
束
し
大
会
に
臨
ん
だ

チ
ー
ム
富
岡
。
避
難
の
影
響
で
、
満
足

な
練
習
が
で
き
な
い
中
で
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
遠
藤

健
監
督
を
中
心
に
全
力
を
出
し
切
り
、

次
回
大
会
で
の
上
位
進
出
を
誓
っ
て
い

ま
し
た
。
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No. 測定場所

H27.11.4･5 H27.5.1･8･9
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

37 小浜住宅団地内公園前 1.98 3.78 2.41 4.01 除染済み

38 双葉環境センター 1.43 1.69 1.71 1.90 除染済み

39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 1.37 2.68 1.73 3.55 除染済み

40 深谷集会所 1.71 2.87 2.43 3.79 
41 赤坂神社前 3.85 4.94 4.40 5.57 
42 太平洋ブリーディング前 7.57 15.53 8.33 17.57 
43 みよし前交差点 7.73 16.43 7.58 16.56 
44 富岡自動車学校前 3.56 8.67 3.91 9.12 
45 リフレ富岡 2.41 3.27 2.67 3.92 
46 東洋育成園前 1.37 2.65 1.79 3.20 
47 富岡インター駐車場 1.95 2.90 2.42 3.33 
48 上手岡多目的集会所入口 1.30 2.59 1.50 2.81 除染済み

49 下千里ライスセンター前 0.80 1.50 1.49 3.44 除染済み

50 舘山荘前 1.36 2.80 2.49 3.52 除染済み

51 夜の森つつみ公園 2.95 3.24 3.26 3.47 
52 総合運動場東側駐車場 1.96 2.98 2.26 3.31 除染済み

53 華の樹前 3.69 4.78 4.18 5.46 
54 宝泉寺前 1.45 2.19 1.68 2.45 除染済み

55 国道６号第二原発入口前 0.59 0.71 0.84 1.08 除染済み

56 猪狩スタンド前 0.38 0.30 0.46 0.25 除染済み

57 なべや駐車場前 0.53 1.35 0.69 1.66 
58 大東銀行富岡支店前 0.73 0.79 0.78 0.80 
59 富岡漁港 0.22 0.21 0.40 0.31 
60 サンライズイン富岡前 0.35 0.35 0.43 0.45 除染済み

61 福島富岡簡易裁判所前 1.29 2.23 1.54 2.75 
62 ヨークベニマル富岡店前 0.93 1.82 1.09 2.27 
63 今村病院前 1.71 4.62 2.17 5.13 
64 福島銀行富岡支店前 0.99 2.32 1.11 2.44 
65 龍台寺前 0.75 2.15 1.09 2.46 
66 清水団地前 0.54 0.95 1.17 2.32 除染済み

67 猪狩電気通信工業前 0.78 1.30 1.01 1.64 
68 上郡消防屯所 0.39 0.38 0.49 0.39 除染済み

69 岩井戸鉱泉 0.71 1.09 0.86 1.28 
70 富岡工業団地 0.30 0.44 0.31 0.47 除染済み

71 成沢の滝入口 0.61 1.39 0.79 1.52 
72 沼名子橋 1.03 1.74 1.38 2.17 

No. 測定場所

H27.11.4･5 H27.5.1･8･9
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 下千里消防屯所 0.53 0.41 0.72 0.49 除染済み

２ 上千里消防屯所 0.23 0.24 0.33 0.27 除染済み

３ 杉内消防屯所 0.40 0.40 0.56 0.44 除染済み

４ 第二工業団地入口 1.60 2.10 2.08 2.65 
５ 高津戸集会所 0.82 0.59 1.20 0.84 除染済み

６ 富岡第二中学校東側 1.04 1.65 1.28 1.89 
７ 新夜ノ森集会所 4.01 5.93 4.39 6.69 
８ 夜の森公園 1.76 4.07 2.23 4.58 
９ 松の前待避所 5.16 13.73 6.08 12.14 
10 小良ヶ浜集会所 3.63 3.54 3.81 3.91 
11 町境（小良ヶ浜地区） 2.53 4.91 6.01 6.68 
12 深谷消防屯所 3.57 3.65 4.21 4.48 
13 富岡町営野球場 0.58 0.46 0.73 0.56 除染済み

14 観陽亭前 0.71 1.28 0.85 1.45 
15 富岡合同庁舎西側 0.66 0.80 2.00 2.24 除染済み

16 富岡養護学校 1.50 3.33 2.62 4.97 
17 老人福祉センター 4.87 8.76 5.64 9.04 
18 夜ノ森駅 4.27 4.66 4.72 5.39 
19 王塚集会所 0.81 1.19 1.21 1.55 除染済み

20 諏訪神社前 0.59 0.45 0.72 0.50 
21 上本町消防屯所 0.65 0.85 0.84 1.00 除染済み

22 上本町集会所 0.45 0.39 0.63 0.46 除染済み

23 リベラルヒルズ入口 1.20 2.98 1.50 3.56 
24 赤木集会所 0.21 0.19 0.33 0.26 除染済み

25 上郡山集会所 0.31 0.31 0.35 0.34 除染済み

26 太田集会所 0.40 0.57 0.53 0.69 除染済み

27 原下消防屯所 0.25 0.24 0.32 0.24 除染済み

28 富岡駅 0.17 0.13 0.19 0.15 
29 清水消防屯所 0.43 0.39 0.50 0.37 除染済み

30 役場 0.58 0.48 0.86 0.95 除染済み

31 浄化センター 0.18 0.16 0.18 0.15 除染済み

32 毛萱集会場 0.13 0.14 0.13 0.18 
33 富岡保育所 0.40 0.45 0.40 0.44 
34 中央児童館 0.75 1.27 0.83 1.39 除染済み

35 栄町駐車場 0.57 0.46 0.70 0.52 
36 岩井戸消防屯所 0.30 0.25 0.35 0.25 除染済み

町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）
※以前の線量と比較することを目的とし、６ヵ月前の町内線量と除染済みの測定場所を示しました。
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No. 測定場所

H27.11.4･5 H27.5.1･8･9
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 本町消防屯所 0.43 0.43 0.55 0.47 

除染済み

２ 中央消防屯所 0.38 0.57 0.46 0.69 
３ 西原消防屯所 0.34 0.27 0.41 0.30 
４ 新町消防屯所 0.39 0.38 0.63 0.39 
５ 大菅消防屯所 0.94 0.94 1.11 1.18 
６ 王塚消防屯所 0.55 0.50 0.77 0.59 
７ 赤木消防屯所 0.31 0.32 0.40 0.36 
８ 大菅集会所 0.60 0.54 0.73 0.60 
９ 清水集会所 0.28 0.23 0.30 0.23 
10 下千里集会所 0.48 0.38 0.53 0.41 
11 杉内集会所 0.39 0.36 0.48 0.38 
12 本町集会所 0.40 0.31 0.48 0.33 
13 下郡山集会所 0.24 0.21 0.27 0.23 
14 西原集会所 0.22 0.21 0.25 0.23 
15 大膳原児童公園 0.20 0.22 0.23 0.24 
16 岡内中央児童公園　グラウンド 0.15 0.14 0.19 0.15 
17 岡内中央児童公園　入口付近 0.27 0.27 0.32 0.29 

No. 測定場所

H27.11.4･5 H27.5.1･8･9
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

18 岡内東児童公園 0.20 0.20 0.40 0.29 

除染済み

19 本町なかよし広場 0.36 0.27 0.24 0.16 
20 太田第二なかよし広場 0.22 0.16 0.39 0.33 
21 西原なかよし広場 0.31 0.29 0.25 0.22 
22 学びの森 1.05 1.17 1.24 1.27 
23 スポーツ交流館 0.41 0.43 0.50 0.50 
24 総合体育館 0.40 0.31 0.38 0.38 
25 武道館 0.66 1.20 0.77 1.44 
26 富岡第一中学校　校庭 0.11 0.12 0.14 0.14 
27 富岡第一中学校　駐車場 0.49 0.63 0.58 0.73 
28 富岡第一小学校　校庭 0.12 0.12 0.14 0.14 
29 富岡第一小学校　駐車場 0.29 0.29 0.35 0.33 
30 富岡幼稚園　校庭 0.23 0.20 0.28 0.26 
31 富岡幼稚園　駐車場 0.24 0.25 0.29 0.28 
32 総合福祉センター 0.45 0.63 0.55 0.74 
33 蛇谷須浄化センター 0.94 0.96 1.14 1.17 
34 小良ヶ浜浄化センター 0.60 0.57 0.83 0.69 

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

　町で貸出を行っている個人線量計DOSEe
の点検校正を、12月より実施しています。
　線量計をお持ちの方を対象に回収資材を
お送りいたしますので、案内文をご覧のう
え、線量計本体のみを返送してください。
　個人線量計の性能維持のためにご協力を
お願いいたします。

回収期限：平成28年２年26日（金）

問 健康福祉課 放射線健康管理係

個人線量計の点検校正のお知らせ
【回収する個人線量計】
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この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

         My Photo Letter

　10月25日で満100歳を迎えた猪狩タ
ケ子さんの知事賀寿贈呈式が、同日に
避難先であるいわき市の自宅で行われ、
集まったご家族や関係者が健やかな長
寿を祝いました。
　猪狩さんは、大正４年町内下郡山生
まれ。昭和９年に結婚し、６人の子宝
に恵まれました。
　式では、相双保健福祉事務所長から
知事賀寿の記念品、宮本町長から賀寿
記念品と祝い金が贈られました。
　今年度の富岡町100歳賀寿贈呈者は、
猪狩さんで３人目です。

猪狩タケ子さん（下郡山）に100歳賀寿贈呈

　さくらの会主催のグラウンド・ゴル
フを通じた交流会が10月29日、いわき
市の21世紀の森公園で開催され、さく
らの会をはじめとする富岡町民50人と
いわき市グラウンド・ゴルフ協会に所
属する愛好家50人が参加しました。
　初心者からベテランが集まり、天候
にも恵まれて和気あいあいとした雰囲
気の中で気持ちのいい汗を流しました。
　グラウンド・ゴルフに初めてチャレ
ンジした渡辺長一さん（さくらの会副会
長）は、「こんなに楽しいこととは知ら
なかった」と笑顔を見せました。

　11月１日に南相馬市で行われた「ふる
さとの祭り2015 in 南相馬」で披露され
た、上手岡麗山神社の神楽舞の１コマ
です。
　この神楽舞は、県重要無形民俗文化
財に指定されている「麗山の火祭り」の
舞台となっている麗山神社に、古くか
ら伝わっています。

さくら会がいわき市グラウンド・ゴルフ愛好家と交流会

上手岡麗山神社の神楽舞 写真提供：西山 栄（小浜）

今月の表紙 「第27回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会」
13年ぶりに町の部入賞を果たした、ふくしま駅伝富岡チーム。
懸命に走るランナーの姿は、ふるさと富岡を思う町民の「心
の復興」につながりました。


